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会

一な
お
、
県
審
査
は
六
月
冗
日
行
わ

一

-
1

一

第

一

行

事

や

街

頭

指

導

な

点

行

わ

れ

一

赤

佐

古

)

ム
尾
崎
広
次

(
須
田
ノ

一

一

れ
る。

((保
険
衛
生
課
》

?

大

村

市
長

一

の

尋

問

達

成

翌

週

訪

日

野

語

版

局

面

借

り

震

活

動
一

町

長

場

諮

問

一

る

主

で
あ
る
。

一
M
V
住

民

団

時

記

一

陸

上

相

撲

は

六

月

二

日

訂

引

引

引

一湾

問

題

等

言

語

喜

一昨

日

時

四

で

も

あ

る

一

器

禁

宣

車

ト

似

諮

問

一

語

語

ユ

れ

町

一

語

偲

一
一
見
臨
時

ア

;

;

一民
館、

青
年
、
婦
人
団
体
、
事
業

一
が
決
定
し
-
E

一

の
交
通
道
徳
の
荷
揚
と
意
識
の

一

委
員
会
を
聞
く
。

一

b
交
通
」
そ
実
践
し
ま
し
ょ
う
正
義

(

中
部
)
ム
井
上
隆
雄
(
一
片
今
年
実
会
は
五
月
二
十
五
一

大

村

市

史

編

さ

ん
資

合
一
所
な
ど
の
関
係
者
八
十
名
が
章
一

ァ

一

一交
通
安
全
運
動
は

一
応
す
み
ま
し

玄

寺

本

)
ム
山
口
原
治
震
)
一
一
一
十
一
ハ
リ
の
官
、
月
曜
球
一

ー

し
て、

交
通
安
全
運
動
さ
つ
笠
協
議
会
は
実
践
機
関

一

毎

月

三

日

土

交

通

安

全

日

一た。

し
か
し
市
内
で
は
大
き
な
事
一
金
田
広
治

(
議
)

一
卓
球

ノ
レ
l

ソ
フ
1

ノス一

料
一
収
集
に
お
願
い

盟

諸

問

問

時

何

十

一

日

昔

話

紅

一

ト

ー

な

ど

を

実

施

一一

日

朝

日

間

山

吉

野

清

盟

諸

島

市

山

相

理

器

問

問

題

韓

日

程

恥

一

日

朗

読

ヰ

む

一時

的

持

主

翌

日

時

打

古

川

崎

該

当

u
m
t
u
k
h
M害
時

統

計

五

の

審

一

伝

説

問
十
一

時
限

M
M
計

一

三

日

比

七

時

世

襲

閥

抗

告

幻

軒一

A
噌
防
犯
組
合
、

公
民
館
、
帰

一公
民
館
活
動
の
一
望
し
て
、

也

一

歩
行
者
も
運
転
者
主
要
事

一瀬
)
、
井
上
隆
雄
(
松
原
)

一
三
内
で
行
う
。
一
す
。
お
気
付
の
事
は
お
知
ら
せ
し

人
会
、
青
年
団
、

会
社
、
事
業
一
時
運
営
さ
油
、

交
通

安

全

に

つ

川

遵

守

し

て

、

明

る

い

大
村
市
の

交

一

(

市
教
委
)
一露
の
団
体
、
個
人
は
次
の
と
お
一
て
い
た
だ
き
資
料
の
収
集
に
ど
理

所
、
そ
の
他
の
代
表
者
で
交
通

一て
の
施
策
オ
よ
び
乙
の
実
践
に
J

り

。

-

解
と
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し

安
全
運
動
推
進
協
議
会
が
結
成
一い
て
審
議
す
る
機
関
で
あ
る
と
と

通
秩
序
案
き
あ
げ
る
乙
と
に
と

一

協
力
く
だ
さ
い
(
大
村
警
察
署
)

(
野
球
〕
西
大
村

中

ま

す

。

(市
史
編
さ
ん
室
)

ーー-

威
力

(ニ)

釣

潜

監

視

や

海

難

救

助

も

海

上

自
衛

隊

大
村
航
空
隊
晴
れ
の
開
隊
式

向
一

栴
ト
自
衛
隊
大
村
航
伊
隊
の
附
陵

成
っ
た
犬
格
納
庫
に
お
い
て
く
り

[

式
は
、

去
る
冗
月
十
八
円
午
前
土
ひ
ろ
げ
ら
れ
た。

刊

一
一
時
か
p
h

挙
行
、
問
衛
庁
海
ト
幕

一こ
の
口
、
荘
重
な
京
が
代
ラ
ッ
パ

僚
長
長
れ
栴
将
、
庵
照
向
衛
艦
隊
一
円
隊
員
の
捧
げ
銃
の
う
ち
に
閏
旗

司
令
、
対
北
佐
川
保
地
宵
mm
齢
、
一
海
上
問
衛
隊
伐
の
棉
一
揚
式
で
開
幕

十
川
附
間
航
官
隊
司
令
、
隙
上
自

一久
保
大
村
航
常
隊
司
令
の
殺
置
決

衛
隊
安
部
大
村
、
木
村
竹
川
松
岡
駐

一定
か
ら
完
工
ま
で
の
終
週
報
告
と

と
ん
地
司
令
、
州
事
代
間
隔
飽
県
一関
係
方
面
お
よ
び
大
村
市
民
の
協

総
務
町
長
、
大
村
市
長
、
称
前
耕
一
力
に
対
す
あ
感
謝
を
と
め
た
あ
い

会
議
長
、
間
野
商
工
会
鵠
所
会
頭
一
さ
つ
に
つ
い〉
い
て
、
長
沢
海
謀
長

地
元
県
議
、
市
議
ほ
か
官
公
庁
、
一佐
世
保
地
方
総
監
か
F
h

訓
示
と
あ

民
間
名
代
表
月
約
三
一
同
名
1
f

横
浜

一い
さ
コ
、
鹿
屋
航
空
隊
司
令
、
知

の
米
海
訴
航
摂
基
地
レ
イ
ン
ボ
ー
一事
、
市
長
、
市
議
長
、
荷
議
会
頭

ル
ド
少
佐
ら
四
人
も
山
山
町
、
新
装
回ら

の
視
辞
と
祝
慌
披
儒
が
あ
り
正

り

、、ノ
「
ト

i
rr
・、、

よだ政市村大

子
供
は
正
し
く
育
て
ま
し
ょ
う

一

日

一

度

は

一規

子

で

話

合

い

五
月
ば
子
供
の
日
を
中
心
に
児
童
一

も
に
少
年
に
有
害
な
環
境
の
浄

福
祉
凋
問
や
青
少
年
保
理
育
成
週

一

化
、
敬
一
一
帯
に
努
め
て
い
ま
す
。

日
戸
動
、
親
き
が
し
連
動
な
ど
青
少
年
一今
か
ら
先
、

夏
に
向
い
気
分
も
い

I
J
T
q主
体
と
し
た
行
事
や
催
し
が
行
一
く
ら
か
ゆ
る
み
勝
ち
で
す
。
特
に

閃
」

わ
れ
、
最
近
で
は
背
少
年
の
教
育
一家
庭
で
は
次
の
璃
柄
持
参
考
に
あ

副
t
.~
に
は
特
に
関
心
が
高
ま
っ
て
来
て

一
な
た
が
た
の
お
子
さ
ん
を
不
良
化

μ川
直
い
ま

す

。

一

か

九

守
っ
て
く
だ
さ
い。

川市

瞥
娯
で
は
と
の
よ
ろ
な
宵
少
年

一

合併

保
持
育
成
運
動
期
間
中
は
も
ち

一戦

後

の

犯

罪

は

憎

』加

照

乃
ん
、
常
時
、
問
題
の
あ
る
少

一一

い
家
庭
の
少
年
か
多

い

年
在
不
良
化
や
非
行
、
虐
待
か
一

九
守
る
た
め
、
早
ぐ
発
見
し
て
一
州
戦
後
の
青
少
年
犯
罪
は
急
激
に

適
切
に
補
導
、
保
雄
す
る
と
と

一
ふ
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
殺
人

強
盗
、
放
火
、
傷
害
と
非
常
に

一.

手
口
が
兇
悪
に
な
っ
て
い
ま
す

一

例
し
か
も
罪
を
犯
し
た
犯
罪
少
年一

に
深
い
悔
悟
の
色
が
な
く
、
逆
一

に
反
社
会
的
な
行
為
を
積
極
的
一

に
正
当
化
し
、
理
由
づ
け
る
も

の
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

智
能
指
数
も
学
歴
も
家
庭
の
生

活
程
度
も
特
に
悪
く
な
い
少
年

が
非
行
を
あ
え
て
し
て
い
る
者

が
多
い
状
態
で
す
。

つ
く
る
と
と
で
す
。

ム
子
供
の
言
動
を
無
条
件
で
認
め

忍
甘
さ
は
危
険
で
す
。
甘
す
ぎ

た
た
め
犯
罪
を
犯
し
た
り
不
良

化
し
た
例
は
厳
格
す
ぎ
た
場
合

よ
り
も
多
い
。

ム
厳
格
す
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

あ
ま
り
厳
格
す
き
る
と
子
供
は

胞
を
っ
き
、
家
か
A
離
れ
勝
ち

に
な
り
ま
す
。

ム
大
人
の
も
っ
て
い
る
い
か
が
わ

し
い
出
版
物
を
見
て
不
良
作
レ

た
例
も
あ
り
ま
ず
か
ら
、
子
供

の
持
物
、
読
書
傾
向
に
も
注
意

す
る
こ
と
で
す
。

ム
そ
の
他
夜
の
外
出
や
交
友
関
係

に
も
気
を
配
る
と
と
が
大
切
で

す
。

(大
村
瞥
察
署
)

家
庭
で
の
注
意
事
項

放
任
は
禁
も

つ

ム
少
年
の
非
行
の
原
因
は
大
半
が

家
庭
の
放
任
で
す
。
一
日
に

一

度
は
親
と
子
が
結
合
う
機
会
を

松
原
駅
を
新
築

注
意

一
秒
け
が
一
生

〔
庭
球
〕

お友達の交通整理で、 よい子は右側通行

滅
、
生
産
コ
ス
ト
の
引
下
げ
、
増
一

一円
入
選
発
表

収
、
経
営
の
合
理
化
な
Y
巌
家
経
一
昭
和
三
十
二
年
十
月
中
に

「農
村

営
を
強
い
し
く
み
に
し
て
、
安
定

一
機
械
化
新
聞
」
紙
上
に
掲
載

〆

切

は

八

月

十

五

日

し

た

適

正

経
営

を
い
か
に
吾
し
一
同
送
り
先

た
か
、
乙
れ
に
関
す
る
力
強
し
貴
一
八
月
十
五
日
ま
で
、
畏
崎
市
外
-

農
業
公
論
社
お
よ
び
農
語
化
一
時
に
、
動
力
耕
転
機
に
よ
る
経
一
重
な
動
力
耕
転
機
利
用
体
験
。
一
浦
町
三
三
長
崎
県
庁
農
業
改
暴

露
の
主
催
で
第
一
回
動
力
整

一

済
効
果
と
使
用
上
の
正
し
い
認

一利
資
格
農
村
在
住
の
農
民
で
動
一「
第

一
回
全
国
動
力
管
街
利

機
利
用
体
験
論
文
芸
の
と
お
り

一

識
を
深
め
、
併
せ
て
機
械
導
入
カ
耕
う
ん
機
利
用
経
験
二
年
な
一思

議

女

募
集
係
」
宛

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
多
数
応
募

一

に
対
す
る
震
の
増
進
と
選
択

一

い
し
三
年
以
左
手
暑
で
一
例
応
募
上
の
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

一

限
委
つ
機
会
を
与
え
ム
「
後
に
一

都
道
府
県
農
機
具
担
当
雪
推
一
応
募
論
文
は
未
発
表
の
も
の
に
限

論
文
に
つ
い
て
は
県
農
機
具
担
当
一
お
け
る
農
作
業
の
品

化

皐

せ

ん

し

た
者
《
共
有
の
場
合
は
一
る
。
匿
名
は
可
な
る
も
欄
外
に
現

職
員
の
推
せ
ん
を
必
要
と
し
ま
す

一

村
の
生
活
と
文
化
の
向
上
に
寄

一

代

表

者

》

に

限

る

。

一

住
所
、
氏
名

《ふ
り
が
な
》
、

年

募

集

要

領

一
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

一例
原
稿
の
き
A

」

一

令

《

生

年

月

日

》、

家
族
の
者
働

ム
目

的

一

ム
感
募
規
定

一四
百
字
詰
原
稿
用
紙
を
用
い
十
枚一
力
、
家
畜
頭
数、

主
要
農
機
具
、

動
力
機
耕
転
機
の
利
用
体
験
論

一は
げ
し
い
原
始
的
手
労
働
か
ら
解

一以
内
《
四
千
字
》
を
厳
守
す
る
と
一
年
間
雇
傭
労
力
、
田
畑
の
耕
作
面

交
の
発
表
に
よ
っ
て
広
く
農
民

一放
す
る
た
め
に
動
力
耕
転
機
を
導

一と
。
但
し
統
計
表
、
解
図
な
ど
は
一
積
お
よ
び
そ
の
状
態
、
山
林
の
面

相
互
の
技
術
向
上
を
図
る
と
同

一入
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
労
力
の
軽

一と
の
中
に
含
ま
な

い

。

.

積

を
明
記
す
る
と
と
。

欄
転
倒
利
用
体
験
論
文
を
募
集


